
（高知県）

市 政 ル ポ 香
か み

美市

自
然
と
調
和
し
た
住
環
境
に
集
ま
る
移
住
者
の
支
持

新
市
誕
生
11
年
目
に
始
ま
る
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
！

物
部
川
を
絆
に
誕
生
し
た
森
林
都
市

　

県
都
・
高
知
市
中
心
部
か
ら
香
美
市
の
中
心
市
街

地
（
土
佐
山
田
地
区
）
ま
で
は
車
で
約
30
分
（
15
㎞

圏
）。
高
知
県
北
東
部
に
位
置
し
、
市
内
を
貫
く
清

流
・
物
部
川
沿
い
に
長
く
延
び
た
広
大
な
市
域
（
約

５
３
８
㎢
）
の
端
ま
で
で
も
、
高
知
市
中
心
部
か
ら

90
分
以
内（
40
㎞
圏
）で
到
達
で
き
る
。
Ｊ
Ｒ
土
讃
線

の
利
用
な
ら
高
知
駅
か
ら
土
佐
山
田
駅
ま
で
は
各
停

で
26
分
だ
。

　

全
国
の
主
要
都
市
と
結
ば
れ
る
高
知
龍
馬
空
港
へ

も
車
で
約
15
分
。
隣
接
す
る
南
国
市（
南
国
Ｉ
Ｃ
）か

ら
高
知
自
動
車
道
を
活
用
す
れ
ば
、
大
阪
・
神
戸
・

名
古
屋
・
東
京
と
も
直
結
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
交
通
至
便
な
立
地
条
件
に
あ
る
香
美

市
だ
が
、
そ
の
市
域
の
ほ
と
ん
ど
が
見
事
な
山
林
で

覆
わ
れ
て
い
る
。

　

市
域
全
体
の
約
88
％
が
山
林
（
半
分
以
上
が
民
有

の
人
工
林
）
に
占
め
ら
れ
た
香
美
市
は
、
全
国
有
数

の
森
林
王
国
・
高
知
県
に
お
い
て
も
、
抜
き
ん
出
た

存
在
の
森
林
地
帯
と
い
え
る
。
同
時
に
民
有
人
工
林

の
多
い
こ
と
が
物
語
る
よ
う
に
、
地
域
を
貫
流
す
る

物
部
川
を
活
用
し
た
林
業
が
、
３
０
０
年
以
上
も
前

の
旧
幕
藩
時
代（
土
佐
藩
）か
ら
、
盛
ん
に
行
わ
れ
て

き
た
地
域
だ
っ
た
。

　

平
成
18
年
３
月
１
日
、
旧
香
美
郡
土
佐
山
田
町
・

同
香
北
町
・
同
物
部
村
で
構
成
さ
れ
る
香
北
地
域
２

町
１
村
の
合
併
に
よ
り
、
新
市
と
し
て
誕
生
し
た
香

美
市
の
エ
リ
ア
は
、
土
佐
藩
以
来
の《
輪り
ん
ば
つ伐
法
※
》の

実
践
と
そ
れ
に
伴
う《
留
山
・
留
木
制
度
※
》な
ど
を

通
じ
て
、
森
林
や
木
材
の
計
画
生
産
等
の
面
で
ず
っ

と
協
力
し
合
っ
て
き
た
。

（
※
注
＝
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
人
工
林
の
伐
採
と
育
成
を
、

計
画
的
に
推
進
・
循
環
さ
せ
る
た
め
の
手
法
と
制
度
）

　

そ
し
て
物
部
川
上
流
域
の
旧
物
部
村
や
香
北
町
で

伐
り
出
さ
れ
た
木
材
、
あ
る
い
は
生
産
さ
れ
た
木
炭

な
ど
を
物
部
川
の
水
運
で
運
び
、
中
流
域
の
旧
土
佐

山
田
町
で
そ
れ
を
と
り
ま
と
め
、
街
道
沿
い
に
流
通

さ
せ
て
い
く
と
い
う
関
係
を
歴
史
的
に
構
築
し
て
き

た
の
だ
。
さ
ら
に
流

量
が
多
い
上
に
急
で
、
利

水
の
し
に
く
か
っ
た
物
部
川
の
水
を

取
水
す
る
山
田
堰ぜ
き
（
土
佐
藩
初
期
の
家
老
・
野
中
兼

山
が
築
造
。
遺
構
は
現
在
、
県
指
定
文
化
財
）
の
築

造
以
後
は
、
新
田
開
発
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
物
部
川
は
こ
の
よ
う
に
、
時
に
は
洪
水
被

害
を
生
む
暴
れ
川
の
様
相
を
あ
ら
わ
に
し
な
が
ら

も
、
香
美
市
エ
リ
ア
の
経
済
的
・
文
化
的
命
脈
を
常

に
握
る
、
重
大
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　
「
香
美
市
を
形
成
す
る
３
つ
の
地
区
は
、
昔
も
今

も
、
ま
さ
に
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
物
部
川
と
い

法
ほうこういん

光院晶
しょういち

一
香美市長
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う
絆き

ず
なで
深
く
つ
な
が
り
合
い
、
何
か
と
互
い
に
補
完

を
し
合
っ
て
き
た
地
域
な
の
だ
と
い
え
ま
す
」

　

そ
う
語
る
法
光
院
晶
一
・
香
美
市
長
は
、
物
部
川

上
流
域
・
物
部
村
の
出
身
で
あ
る
。
合
併
前
の
前
職

は
物
部
村
職
員
で
、
合
併
後
は
香
美
市
総
務
課
長
な

ど
を
歴
任
。
約
30
年
間
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

政
現
場
を
体
験
し
、
物
部
川
を
通
じ
て
、
香
美
市
エ

リ
ア
の
隅
々
ま
で
を
熟
知
し
て
い
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
法
光
院
と
い
う
姓
は
非
常
に
珍
し

い
。
物
部
地
区
に
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
続
く
民
間

信
仰
「
い
ざ
な
ぎ
流
御ご
き
と
う

祈
祷
」（
国
指
定
重
要
無
形
民

俗
文
化
財
）
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
信
仰
を
司
る
立

場
の
人
々
は「
太
夫
」と
尊
称
さ
れ
て
き
た
。「
ひ
ょ
っ

と
し
て
そ
の
太
夫
の
関
係
の
ご
家
系
で
す
か
？
」。

思
わ
ず
問
う
と
、
法
光
院
市
長
は
「
お
寺
の
住
職
で

す
か
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
、
ま
っ
た
く
違
い
ま
す

（
笑
）。
父
親
は
物
部
川
上
流
域
の
水
力
発
電
所
で
働

く
技
師
で
し
た
。
だ
か
ら
私
の
子
ど
も
の
こ
ろ
の
遊

び
場
は
、
物
部
川
上
流
と
周
辺
の
森
林
地
帯
で
し

た
。
こ
の
付
近
に
今
も
多
い
、
鹿
や
猿
た
ち
と
共
に

育
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
」と
笑
う
。

　

前
述
の
よ
う
に
香
美
市
の
森
は
深
い
。
特
に
上
流

域
の
物
部
地
区
は
森
林
面
積
が
地
域
の
90
％
以
上
に

も
及
び
、
ほ
ぼ
全
域
が
中
山
間
地
帯
と
い
え
る
。
香

北
地
区
も
そ
れ
に
準
じ
た
環
境
で
あ
り
、
人
口
分
布

か
ら
い
っ
て
も
都
市
的
集
積
は
土
佐
山
田
地
区
が
中

心
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
香
美
市
の
現
在
の
人
口
は
約
２
万
６
６
０
０
人

で
す
が
、
そ
の
う
ち
２
万
人
強
が
土
佐
山
田
地
区
に

集
中
し
、
香
北
地
区
が
４
５
０
０
人
強
、
物
部
地
区

が
約
１
９
０
０
人
で
す
。
合
併
し
た
時
点
の
総
人
口

が
約
３
万
人
で
し
た
か
ら
、
10
年
間
で
１
割
ほ
ど
が

減
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」（
法
光
院
市
長
）

　

法
光
院
市
長
が
子
ど
も
の
こ
ろ
の
昭
和
30
年
代
前

半
に
は
「
物
部
村
に
は
１
万
２
０
０
０
人
以
上
の
人

口
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。
香
美
市
の
統
計
資
料
を
見

緑被率も緑視率も満点のみずみずしい市域

国指定重要無形文化財の「いざなぎ流神楽」（物部地区）

伐り出された木材のストックヤードが森林王国の証（土佐山田地区）
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る
と
、
実
際
、
香
美
市
エ
リ
ア
の
人
口
は
昭
和
25
年

に
５
万
人
強
、
昭
和
30
年
に
は
４
万
７
０
０
０
人
弱

と
あ
る
。

移
住
希
望
者
に 

働
き
盛
り
世
代
が
目
立
つ
理
由

　

し
か
し
、
林
業
の
衰
退
な
ど
の
産
業
構
造
の
変
化

や
、
都
市
化
の
遅
れ
、
新
た
な
雇
用
の
場
の
希
求
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
、「
物
部
村
の
住
人

は
香
北
町
へ
、
香
北
町
の
住
人
は
土
佐
山
田
町
へ
、

土
佐
山
田
町
の
住
人
は
高
知
市
方
面
へ
と
移
住
す
る

傾
向
な
ど
が
顕
著
に
な
り
、
総
人
口
は
急
速
に
減

少
」（
法
光
院
市
長
）
し
て
い
く
。
そ
う
し
た
社
会
減

に
よ
る
人
口
減
少
の
時
代
か
ら
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
近
年
は
、
自
然
減
に
よ
る
減
少
、
す
な
わ
ち
出
生

者
数
を
死
亡
者
数
が
上
回
る
現
象
が
ず
っ
と
続
い
て

い
る
。

　

転
入
・
転
出
者
に
お
い
て
も
、
21
世
紀
に
入
っ
て

か
ら
は
転
出
者
が
転
入
者
を
上
回
り
続
け
て
き
た

が
、
近
年
は
そ
の
傾
向
に
変
化
が
見
え
る
。
移
住
者

を
中
心
に
転
入
者
が
増
え
、
転
出
者
と
の
差
は
わ
ず

か
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
だ
。

　
「
そ
の
背
景
に
は
、
香
美
市
の
自
然
環
境
の
豊
か

さ
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え
、
終
の
棲す
み
か家

に
し
た
い

と
考
え
る
よ
う
な
方
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
ま
ず
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
特
に

東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
南
海
ト
ラ
フ
な
ど
に
よ
る

各
地
で
の
巨
大
津
波
の
予
測
な
ど
も
あ
り
、
香
美
市

は
高
知
県
内
の
市
の
中
で
唯
一
、
津
波
被
害
の
心
配

が
な
い
地
域
と
い
う
安
心
感
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る

よ
う
で
す
」（
法
光
院
市
長
）

　

香
美
市
の
安
全
安
心
か
つ
自
然
環
境
の
豊
か
な

地
域
性
は
、
移
住
者
の
声
の
調
査
記
録
な
ど
を
見

る
と
、
確
か
に
圧
倒
的
な
好
感
度
を
得
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
香
美
市
へ
の
移
住
者
に
は
、
定
年

世
代
以
上
に
働
き
盛
り
世
代
、
子
育
て
世
代
が
目

立
つ
の
も
特
徴
的
だ
。
ゆ
ず
（
高
知
県
下
出
荷
量
第

１
位
）
や
ニ
ラ
、
や
っ
こ
ね
ぎ
な
ど
の
特
産
物
を
産

出
す
る
環
境
に
惹
か
れ
、
移
住
す
る
就
農
希
望
者
。

さ
ら
に
は
、
豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
し
た
ク
ラ

フ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
す
人
な
ど
、
香
美
市
の
環
境

面
を
評
価
し
、
移
住
し
て
く
る
人
々
の
数
は
安
定

的
に
増
え
て
い
る
の
だ
。

　

例
え
ば
物
部
地
区
の
大
西
集
落
は
、
数
年
前
ま
で

世
帯
数
が
10
軒
前
後
に
落
ち
込
み
、
高
齢
化
率
が

50
％
を
は
る
か
に
超
え
る
な
ど
、
限
界
集
落
化
が
急

速
に
進
ん
で
い
た
。
し
か
し
今
で
は
移
住
者
の
増
加

で
働
き
盛
り
世
代
と
そ
の
家
族
が
半
分
以
上
と
な

り
、
高
齢
化
率
は
一
気
に
30
％
を
下
回
っ
た
と
い

う
。
10
数
軒
の
集
落
と
は
い
え
、
こ
の
事
実
の
持
つ

イ
ン
パ
ク
ト
は
非
常
に
大
き
い
。

　

市
政
ル
ポ
で
は
こ
れ
ま
で
各
都
市
を
訪
問
し
、
移

住
・
定
住
問
題
の
取
材
も
実
施
し
て
き
た
が
、
純
粋

に
移
住
者
増
加
の
理
由
だ
け
で
、
集
落
の
世
代
（
年

齢
）
構
造
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
た
と
い
う
よ
う
な
事

例
は
、
ご
く
少
な
い
の
が
現
実
だ
。

　
「
就
農
希
望
者
や
林
業
を
本
気
で
志
望
す
る
方
々

に
は
、
各
種
の
支
援
や
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
香

美
市
の
よ
う
な
環
境
を
持
つ
地
域
は
、
自
然
が
豊
か

と
い
え
る
半
面
、
そ
れ
な
り
の
厳
し
い
環
境
に
囲
ま

れ
て
い
る
の
だ
と
も
い
え
ま
す
。
だ
か
ら
単
に
自
然

が
美
し
い
か
ら
来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
よ
う
な
、
安

易
な
移
住
定
住
の
呼
び
掛
け
は
し
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
農
業
や
林
業
な
ど
の
志
望
者
も

夏の風物詩「奥物部湖湖水祭」（物部地区）

香美市エリアの母なる大河・物部川（土佐山田地区）
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《
本
気
》で
来
て
く
だ
さ
る
方
で
な
け
れ
ば
、
来
て
い

た
だ
か
な
く
と
も
結
構
と
さ
え
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
厳
し
い
自
然
環
境
を
理
解
し
、
本
気
で
こ
こ
に
暮

ら
し
た
い
と
思
っ
て
く
だ
さ
る
方
に
は
、
逆
に
こ
れ

ほ
ど
自
然
環
境
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
な
い
と
い

う
こ
と
が
、
実
際
に
暮
ら
せ
ば
如
実
に
分
か
っ
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
」（
法
光
院
市
長
）

　

前
出
の
大
西
集
落
の
事
例
は
、
香
美
市
の
自
然
環

境
や
住
環
境
、
人
口
減
少
化
に
悩
み
つ
つ
も
移
住
者

に
対
し《
本
気
》を
求
め
る
姿
勢
な
ど
を
含
め
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
検
討
し
た
上
で
こ
れ
を
「
是ぜ

」
と
し
、

本
気
で
移
住
し
た
人
た
ち
の
も
た
ら
し
た
一
条
の
希

望
の
光
、
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

移
住
者
へ
の
支
援
と 

「
よ
っ
て
た
か
っ
て
教
育
」

　

な
お
、
本
気
で
移
住
・
定
住
を
考
え
て
い
る
人
々

に
は
大
要
、
次
の
よ
う
な
各
種
の
支
援
制
度
が
用
意

さ
れ
て
い
る
。

【
就
業
支
援
】♦
新
規
就
農
研
修
支
援
事
業（
研
修
受

け
入
れ
農
家
で
の
研
修
費
、
月
額
15
万
円
以
内
補

助
）
／
♦
香
美
市
青
年
就
農
給
付
金
（
45
歳
未
満
の

新
規
就
農
者
で
所
得
が
２
５
０
万
円
以
下
の
人
に

年
間
１
５
０
万
円
以
内
補
助
他
）

／
♦
香
美
市
商
工
会
空
き
店
舗

等
利
活
用
助
成
金
（
空
き
店
舗
で

の
出
店
希
望
者
に
は
内
装
費
、
家

賃
、
備
品
購
入
費
等
に
限
度
額
50
万
円
の
補
助
他
）

【
住
宅
支
援
】♦
香
美
市
木
材
住
宅
支
援
事
業（
香
美

市
産
木
材
の
使
用
で
市
内
に
住
宅
建
築
す
る
人
に

限
度
額
２
０
０
万
円
補
助
、
県
補
助
費
（
限
度
額

１
０
０
万
円
）
に
上
乗
せ
）
／
♦
香
美
市
空
き
家
改

修
等
補
助
金
（
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
の
改
修
費

や
荷
物
の
処
分
費
な
ど
に
限
度
額
50
万
円
補
助
）
／

♦
お
試
し
移
住
体
験
住
宅
（
県
外
在
住
者
で
香
美
市

移
住
を
希
望
す
る
人
に
家
賃
１
万
５
０
０
０
円
で

１
カ
月
入
居
の
補
助
、
１
年
間
ま
で
延
長
可
）

【
子
育
て
支
援
】♦
香
美
市
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

補
助
金
（
私
立
幼
稚
園
在
園
の
３
〜
５
歳
児
保
育
料

減
免
）／
♦
多
子
世
帯
保
育
料
軽
減
事
業（
18
歳
未
満

児
童
３
人
以
上
の
世
帯
で
第
３
子
以
降
３
歳
未
満
児

の
保
育
料
免
除
、
幼
稚
園
保
育
料
減
免
）
／
♦
医
療

費
助
成
制
度
（
中
学
３
年
生
ま
で
の
医
療
費
免
除
）
／

中山間地の多い香美市では小型路線バス（写真）のほか交通弱者向けの
小型デマンドバス（予約制）も稼働

土佐の端午の節句に不可欠のフラフ（ハチロー染工場会長・三谷仁志氏）

出荷量県下一の名産・柚子玉
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♦
香
美
市
高
等
学
校
等

奨
学
金
（
高
校
生
・
大

学
生
向
け
奨
学
金
制

度
、
高
校
生
月
額
１
万

円
、
短
大
・
大
学
生
同

１
万
３
０
０
０
円
）

　

そ
の
ほ
か
、
香
美
市

で
は
市
内
小
中
学
校

の
校
舎
耐
震
化
率

１
０
０
％
や
市
内
す

べ
て
の
幼
・
保
・
小
中

学
校
に
お
け
る
給
食

完
備
な
ど
の
教
育
環

境
も
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
教
育
面
の

取
り
組
み
に
お
い
て
、

今
回
の
取
材
で
ひ
と
き
わ
興
味
を
引
か
れ
た
の
が
、

「
よ
っ
て
た
か
っ
て
地
域
が
育
て
る
教
育
」
と
題
す

る
、
香
美
市
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
試
み
だ
。
そ
の

概
要
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
・
上
村
安
和
主
監
は

次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

　
「
香
美
市
は
平
成
25
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
３

年
間
、
高
知
県
か
ら
《
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
地
域
事

業
》
の
指
定
を
受
け
、
市
内
の
全
小
中
学
校
で
キ
ャ

リ
ア
教
育
推
進
の
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は

人
・
自
然
・
伝
統
・
産
業
・
保
育
所
か
ら
大
学
ま
で

の
今
あ
る
す
べ
て
の
環
境
を
活
用
し
て
、
何
事
に
も

か
か
わ
る
力
や
、
観
察
す
る（
み
つ
め
る
）力
、
最
後

ま
で
や
り
ぬ
く
力
、
夢
を
か
な
え
る
力
を
醸
成
し
よ

う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
」

　

地
域
に
暮
ら
す
人
々
、
そ
の
人
た
ち
が
携
わ
る
多

彩
な
仕
事
や
経
験
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
場
産
業
、
自
然

環
境
な
ど
を
す
べ
て「
地
域
の
資
源
・
教
材
」と
と
ら

え
、
積
極
的
か
つ
意
図
的
に「
よ
っ
て
た
か
っ
て
」地

域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
と
か
か
わ
り
合
う
こ
と
で
、

互
い
に
学
び
合
い
、
教
え
合
う
双
方
向
の
関
係
性
を

構
築
し
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
、
各
教
科
、
特

別
活
動
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
に
事
あ
る
ご

と
に
関
連
付
け
し
、
多
彩
な
刺
激
を
受
け
る
中
で
、

子
ど
も
た
ち
が
「
人
間
関
係
の
形
成
・
社
会
形
成
能

力（
か
か
わ
る
力
）」「
自
己
理
解
・
自
己
管
理
能
力（
み

つ
め
る
力
）」「
課
題
対
応
能
力
（
や
り
ぬ
く
力
）」

「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
能
力（
か
な
え
る
力
）」を

醸
成
す
る《
よ
す
が
》に
し
よ
う
と
の
試
み
だ
。

　

上
村
主
監
は
こ
の
事
業
の
３
年
間
の
実
施
の
結

果
、
ほ
か
の
３
つ
の
力
に
比
べ
て
、「
や
り
ぬ
く
力

に
お
い
て
、
ま
だ
伸
び
る
余
地
が
あ
る
よ
う
な
気
が

す
る
」
と
語
る
。
香
美
市
で
は
現
在
、
そ
う
し
た
成

果
を
踏
ま
え
、
市
内
全
小
中
学
校
の
本
格
的
な
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
化
」
を
、
３
年
間
の
実
施
で

子
ど
も
た
ち
に
も
地
域
の
人
た
ち
に
も
受
け
入
れ
ら

れ
つ
つ
あ
る
、
地
域
を
挙
げ
て
の
「
よ
っ
て
た
か
っ

て
」
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、
推
進
し
た
い
と
も
強
調

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
が
本
当
の
意
味
で
一
体
に
な
っ

て
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
体
制
は
、
大
都

市
圏
で
は
な
か
な
か
難
し
い
。
香
美
市
の
よ
う
に
人

口
規
模
が
小
さ
く
、
市
民
の
地
域
へ
の
愛
着
度
が
高

く
、
多
彩
な
自
然
環
境
・
文
化
環
境
の
備
わ
っ
た
地

域
な
ら
で
は
の
も
の
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
こ
う
し
た
手
づ
く
り
に
近
い
、
地
域
ぐ
る

み
の
教
育
支
援
体
制
こ
そ
は
、
豊
か
な
自
然
・
文
化

環
境
を
求
め
て
香
美
市
へ
の
移
住
を
希
望
す
る
子
育

て
世
代
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
理
想
の
教
育

環
境
を
形
成
す
る
母
体
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

人
口
減
少
化
時
代
に 

自
然
体
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り

　

香
美
市
へ
の
移
住
・
定
住
志
望
者
を
引
き
付
け
る

《
要
因
》は
、
当
然
、
交
流
人
口
の
増
大
に
も
大
き
な

原
動
力
と
な
る
は
ず
だ
。
日
本
一
と
自
他
共
に
認
め

る
ア
ユ
、
ア
メ
ゴ
な
ど
も
豊
富
に
獲
れ
る
物
部
川
は

も
ち
ろ
ん
、
日
本
三
大
鍾
乳
洞
と
さ
れ
る
龍り
ゅ
う
が
ど
う

河
洞

（
国
指
定
文
化
財
）、
紅
葉
の
名
所
べ
ふ
峡
と
べ
ふ
峡

日本三大鍾乳洞の一つ龍河洞の景観は圧巻（土佐山田地区）

JR土佐山田駅前の観光案内所

Ⓒやなせたかし/フレーベル館・TMS・NTV
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香美市　市 政 ル ポ

（高知県）

温
泉
、
山
中
に
ひ
そ
む
大だ

い
ば
く
ふ

瀑
布
・
轟と

ど
ろの
滝
、
か
つ
て

塩
を
運
ぶ
た
め
に
使
わ
れ
た
土
佐
塩
の
道
な
ど
な

ど
。
さ
ら
に
坂
本
龍
馬
の
愛
刀「
吉
行
」を
生
ん
だ
と

さ
れ
る
刀
鍛
冶
か
ら
野
鍛
冶
へ
転
向
し
、
そ
の
名
を

国
際
的
に
も
と
ど
ろ
か
す「
土
佐
打
刃
物
」、
鯉
の
ぼ

り
と
と
も
に
土
佐
に
お
け
る
端
午
の
節
句
に
欠
か
せ

な
い
伝
統
工
芸
品
「
フ
ラ
フ
」（
フ
ラ
ッ
グ
が
語
源
と

も
い
わ
れ
る
）
な
ど
、
歴
史
と
独
自
な
個
性
を
放
射

す
る
伝
統
工
芸
の
数
々
も
、
移
住
者
、
観
光
客
を
問

わ
ず
引
き
付
け
る
魅
力
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
に
あ
ふ

れ
て
い
る
。
ま
た
旧
香
北
町
出
身
の
漫
画
家
・
や
な

せ
た
か
し
氏
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
た
「
や
な
せ

た
か
し
記
念
館
」
へ
は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
や
や
な
せ

た
か
し
作
品
の
フ
ァ
ン
が
全
国
か
ら
や
っ
て
来
る
。

　
「
そ
う
し
た
ほ
か
に
は
な
い
地
域
資
源
の
維
持
・
保

全
と
と
も
に
、
今
後
、
香
美
市
が
さ
ら
に
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
挙
げ
れ
ば
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
た
自
然
共
生
都

市
の
構
築
、
独
自
の
個
性
を
持
つ
地
場
産
業
の
振
興
、

今
あ
る
も
の
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
基
本
に
推
進

す
る
交
流
人
口
の
増
加
お
よ
び
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
な

ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る『
第
２
次
香
美
市
振
興
計
画
』に
お
い
て
も
、
そ

の
旨
を
詳
細
に
う
た
っ
て
い
ま
す
が
、
働
き
盛
り
の

移
住
者
の
方
た
ち
が
少
し
ず
つ
増
え
て
、
転
出
超
過

傾
向
が
是
正
さ
れ
つ
つ
あ
る
な
ど
、
今
あ
る
私
た
ち

の
ま
ち
の
魅
力
や
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
は
、

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
内
外
に
浸
透
し
始
め
て
い

る
の
か
な
、
と
も
思
っ
て
い
ま
す
」（
法
光
院
市
長
）

　

土
佐
山
田
駅
構
内
の
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
山
田
高
校

の
生
徒
た
ち
が
開
発
し
た
、
特
産
の
シ
ョ
ウ
ガ
を

使
っ
た「
高
校
三
年
生
の
山
田
ま
ん
」と
い
う
饅ま
ん
じ
ゅ
う頭が

人
気
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ

て
い
た
。
ま
た
市
内
の
土
産

物
を
扱
う
店
で
は
、
シ
カ
を

は
じ
め
と
す
る
有
害
鳥
獣
の

被
害
に
悩
む
香
美
市
な
ら
で

は
の
、
シ
カ
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

み
そ
漬
け
な
ど
が
売
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
シ
カ
な
ど
の
ジ

ビ
エ
料
理
を
扱
う
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
も
あ
る
。

　

狩
猟
免
許
保
持
者
の
高
齢

化
が
進
む
中
、
免
許
保
持
者

養
成
の
事
業
を
懸
命
に
実
施

す
る
な
ど
、
香
美
市
で
は
林

業
の
衰
退
に
伴
い
発
生
す
る
鳥
獣
害
が
深
刻
の
度
を

増
す
ば
か
り
だ
。
し
か
し
そ
れ
を
逆
手
に
と
り
、
新

た
な
名
物
の
素
材
に
替
え
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
は
、

江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
を
誇
る
森
林
王
国
な
ら
で
は

の
取
り
組
み
。
シ
カ
を
巡
る
こ
う
し
た
香
美
市
の
事

例
は
、
ま
さ
に
法
光
院
市
長
の
言
葉
に
も
あ
る
よ
う

に
、
自
然
の
豊
か
さ（
恵
み
）と
厳
し
さ（
害
）が
表
裏

一
体
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
「
生
き
た
証
」
と

い
え
る
。
そ
し
て
そ
ん
な
自
然
と
共
生
す
る
暮
ら
し

を
目
指
し
、
香
美
市
に
移
住
す
る
人
々
の
数
も
前
述

の
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
だ
が
着
実
に
増
え
て
い
る
。

　

日
本
全
体
の
課
題
で
あ
る
「
今
や
止
め
よ
う
の
な

い
人
口
減
少
」を
背
景
に
、
香
美
市
が「
自
然
体
」で

進
め
る
各
種
ま
ち
づ
く
り
の
、
今
後
の
推
移
が
注
目

さ
れ
る
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤 

隆
／
取
材
日 

平
成
29
年
５
月
25
日
）土佐打刃物は林業や農業に不可欠の逸品（土佐打刃物流通センター）

鳥獣害対策として急がれる狩猟免許取得者の養成風景と防護柵
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